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とか呼ばれてきた。私も、かつては「間葉性エナメル質」（後藤 , 1976, 78, 88; 後藤・大泰司 , 









ては「間葉性エナメル質」（後藤 , 1976, 78, 88; 後藤・大
泰司 , 1986）の用語を使用していたが、最近は「エナメロ






































































































































































































Heincke （1873 ）は「Schmelz（エナメル質）」、Leidig （1873） 
は「Dentin（象牙質）」、Jäckel （1891） は「Placoinschmelz」、
Röse （1898） : は「Vitrodentin（硝子象牙質）」、Schmidt 
（1940 ）は「Durodentin（硬象牙質）」、Kvam （1946, 50, 
53） は「mesodermal enamel（ 中 胚 葉 性 エ ナ メ ル 質 ）」、
Poole （1956, 67）、Ørvig （1967）、 Halstead （1969, 74） な
どは「enameloid（エナメロイド）」、Peyer （1968）は「modified 
dentine（変化象牙質）」、Reif（1973）は「”Schmelzes”（「エ


















野（1961）、 磯 川（1969）、 脇 田（1974）、 小 野（1974）、
Yamashita and Ichijo（1983）、脇田ほか（2006）は「エナメ
ル質（enamel）」、桐野（1969）、Inage（1975）、Kawasaki 
and Fearnhead （1983）、Sasagawa （1984）、 笹 川（1993, 
































































































色標本, B〜D：電子顕微鏡写真, AB：エナメル芽細胞, 















































































































































皮, ODE：外エナメル上皮）, OD：象牙芽細胞）, C:同石
灰化期（BC：毛細血管）, D：同成熟期中期, E：同成熟期
後期, F：萌出期（CAE：帽エナメロイド, COE：襟エナ


















































図48. 条鰭類のエナメロイド, 肉鰭類のエナメル質, 両生類
のエナメル質（後藤・後藤, 2001）
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